大宮駅～埼玉スタジアム2002を導入候補地に挙げた理由
　現在までに日本のLRT構想は、全国で70の事例が挙がっている。しかしながらそのうち設計・実施段階にあるのは8事例のみであり、実現したものは先に紹介した富山ライトレールだけである。
  この事実は日本の諸都市が、LRT事業にかかる費用に対して事業から得られる効果が少ないと考えているということをあらわしている。私たちは本当にLRT事業が効果の薄いものなのかを調べるために独自のLRT導入ルートを考え、導入の効果をシミュレートしてみた。
われわれはLRT導入の効果をシミュレートするにあたり、具体例として挙げた3つのLRT導入事例から得られたLRTシステムの長所や問題点を考慮し、LRT導入の可能性がある都市を検討した。その結果、大宮駅から埼玉スタジアム2002までを導入候補地に設定した。その理由は以下のとおりである。

・埼玉スタジアムへのアクセスの悪さ。
埼玉スタジアムに行く方法は大きく分けて2通りある。一つは埼玉スタジアムの最寄駅である浦和美園駅から埼玉スタジアムまで行く方法である。浦和美園駅は埼玉高速鉄道（浦和美園～赤羽岩淵、東京メトロ南北線との直通運転有）の駅であり、駅からスタジアムまでは1.2キロメートル離れている。駅とスタジアムの間には歩行者専用道路が通っており、徒歩15分でスタジアムに着くことが出来る。
 もうひとつは、スタジアムで試合が行われる日にのみ運行しているシャトルバスを使ってスタジアムに行く方法である。シャトルバスは先ほどの浦和美園駅をはじめ、浦和駅（JR京浜東北線）、東浦和駅（JR武蔵野線）、北越谷駅（東武伊勢崎線）から出ており、スタジアムまで直接走っている。それぞれのシャトルバスの所要時間は浦和美園駅からが約5分、浦和駅からが約45分、東浦和駅からが約25分、北越谷駅からが約20分であり、運賃は浦和美園駅からが100円、浦和駅からが400円、その他が300円となっている。
 なお、埼玉スタジアムには合計で1500台の車が止まれる駐車スペースがあるが、スタジアムで試合が行われる日は関係者以外の一般車両は駐車禁止となる。
 以上が一般的なアクセス方法となるのだが、ここで一番の問題となるのは埼玉県最大のターミナル駅である大宮駅がアクセス方法にまったく入っていないことである。スタジアムの完成当初には、大宮駅と埼玉スタジアムを結ぶシャトルバスが走っていたのだが、時間がかかりすぎることを理由に運行中止になってしまったのだ。今のアクセス状況で、もし大宮駅から埼玉スタジアムへ行くとしたら、30分に一本のペースで運行しているバスに乗って浦和美園駅まで行くか、電車に乗って浦和美園駅や浦和駅、東浦和駅まで行ってからスタジアムに行くかしかない。いずれにしても時間とお金のかかる行程であり、地図上で見ても非常に遠回りである。
 大宮駅ではJR宇都宮線・埼京線・高崎線・湘南新宿ライン・京浜東北線・川越線、東武鉄道野田線、埼玉新都市交通伊奈線が利用可能で、さらには東北新幹線・山形新幹線・秋田新幹線・上越新幹線・長野新幹線といった新幹線も通っており、多方面の地域とアクセスしている。これらの路線駅には新潟（上越新幹線）・東京（新幹線）・川崎（京浜東北線）・横浜（京浜東北線）・柏（東部野田線）などのJリーグのチームの拠点となっているチームが多く存在し、大宮駅から直接スタジアムに行けない事を不満に思っている観客は多いはずである。
 大宮駅から埼玉スタジアム間に路面電車を通すことによって、大宮駅からのアクセスが飛躍的に向上し、観客の不満を解消すると同時に、スタジアムの集客数の上昇を見込むことも出来ると考え、この区間を導入候補に挙げた。
・「まちづくり」の必要性
大宮駅から埼玉スタジアムの間には田圃や畑、森が目立ち、商店や娯楽施設はまったくと言っていいほど見当たらない。浦和レッズが毎試合5万人超の観客を一か所に集めてくれているのに、大宮駅から埼玉スタジアムにかけての地域ではそのビジネスチャンスをまったく活かせていないというのが現状であり、試合前や試合後の観客を惹きつけるような魅力的な街を作っていくことが大切である。

一般的にLRTの導入によるまちづくりは、以下のようなプロセスを想定している。①都心部へのアクセス改善で比較的安価な住宅地域が誕生し、都心部への通学・通勤が必要な人々に対する不動産需要が高まる。②LRT沿線の不動産需要上昇・LRT利用者の増加を受けて、沿線での娯楽施設やショッピングモールの建設が実行される。
実際に、先に述べたとおりドイツのフライブルクやオーバーハウゼン、日本の富山では路面電車を走らせたうえでの地域活性化が行われており、一定の成果を上げている。さいたま市の人口が微増傾向にあることを踏まえると、これらの地域における開発のノウハウを参考にすれば、大宮駅から埼玉スタジアム間の活性化は十分可能であろう。さらに、この区間は埼玉スタジアムで観戦する人による路面電車の利用も期待できるので、娯楽施設等の建設を決断しやすい環境にあると言えるだろう。
また、埼玉スタジアムの駐車場は試合時には利用が制限されるため、自動車での来場者はほとんどおらず、車道の拡張などによる自動車中心の地域開発では、大きな効果は得られないだろう。電車を利用する来場者が多い現状を考慮すると、LRTによる沿線地域開発は有効な手段だと言える。
以上より、大宮駅から埼玉スタジアム間はLRTの導入場所としてふさわしいと考え、候補地に挙げた。
・アンケート結果

UR都市機構が2003年に埼玉県民を対象に行った、埼玉スタジアムを中心とした浦和東部・岩槻南部地域についてのアンケートによると、回答者の90%近くがこの地域に対して「自然が豊かだ」というイメージを持っており、60％近くの人が「閑静な街」というイメージを持っている。また、「この地域に住みたいと思う理由は何か」という問いに対しては、60％近くの人が「自然が多く残され、自然と親しめそうだから」と答えている。アンケート結果を考えると、埼玉スタジアム周辺のまちづくりは環境保護を考慮したものでなくてはならないと言える。したがって自動車関連設備の充実化を行うよりも、路面電車導入を行った方が、街のイメージや埼玉県民の要望に沿ったまちづくりが出来ると言えるだろう。
[image: image1.emf]浦和東部・岩槻南部に対する自然環境のイメージ
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浦和東部・岩槻南部に対する街のイメージ（自由回答、複数可）
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浦和東部・岩槻南部に住んでみたいと思う理由(自由回答、複数可)

UR都市機構ホームページより引用
http://www.ur-net.go.jp/
アンケートの回収率は719人中184人
また、大宮区役所区民生活部コミュニティ課が大宮区民を対象に行った、大宮駅周辺の街づくりに対するアンケートでは、「大宮駅周辺についてどのように感じていますか」という質問に対して、以下のような回答が得られた。
大宮駅周辺のイメージ

	大宮駅周辺のイメージ(3つまで)
	集計
	％

	
	東口
	西口
	東口
	西口

	緑が多い
	38
	16
	6.3%
	2.6%

	緑が少ない
	175
	145
	28.8%
	23.9%

	活気のある
	55
	145
	9.1%
	23.9%

	停滞した
	132
	18
	21.7%
	3.0%

	便利な
	63
	140
	10.4%
	23.1%

	不便な
	51
	30
	8.4%
	4.9%

	近代的な
	4
	181
	0.7%
	29.8%

	雑然とした
	343
	72
	56.5%
	11.9%

	安全な
	2
	18
	0.3%
	3.0%

	危険な
	93
	51
	15.3%
	8.4%

	開放的な
	6
	60
	1.0%
	9.9%

	閉鎖的な
	39
	7
	6.4%
	1.2%

	きれいな・清潔な
	4
	58
	0.7%
	9.6%

	ごみが多い
	96
	41
	15.8%
	6.8%

	静かで落ち着いた
	6
	11
	1.0%
	1.8%

	騒々しい
	169
	107
	27.8%
	17.6%

	楽しく飲食・買い物ができる
	47
	153
	7.7%
	25.2%

	娯楽施設が多い
	126
	10
	20.8%
	1.6%

	イベント・催し物が多い
	5
	94
	0.8%
	15.5%

	交通渋滞が多い
	225
	259
	37.1%
	42.7%

	生活するのに快適な
	16
	30
	2.6%
	4.9%

	無回答
	23
	33
	3.8%
	5.4%


大宮区役所区民生活部コミュニティ課のアンケートより引用
アンケートは大宮区民2000人に配布。607人から回答が得られた。
東口と西口に共通して「緑が少ない」「交通渋滞が多い」という回答が多く、大宮区民が駅前の劣悪な環境に不満を持っていることがわかる。また、「あなたが思い描く大宮駅周辺の将来像についてはどれが当てはまりますか」という質問に対しては、以下のような回答が得られた。

思い描く大宮駅周辺の将来像

	思い描く大宮駅周辺の将来像(3つまで)
	集計
	％

	
	東口
	西口
	東口
	西口

	緑豊かな落ち着いたまち
	284
	150
	46.8%
	24.7%

	ゆとり空間のあるまち
	169
	152
	27.8%
	25.0%

	公共施設の整ったまち
	143
	116
	23.6%
	19.1%

	業務機能が集積したまち
	62
	79
	10.2%
	13.0%

	飲食・娯楽が充実したまち
	150
	73
	24.7%
	12.0%

	ショッピング施設が充実したまち
	138
	215
	22.7%
	35.4%

	芸術や文化に親しめるまち
	154
	181
	25.4%
	29.8%

	情報発信するまち
	34
	98
	5.6%
	16.1%

	若者の集まる活気あるまち
	79
	111
	13.0%
	18.3%

	ファッショナブルなまち
	55
	105
	9.1%
	17.3%

	バリアフリーの整ったまち
	161
	149
	26.5%
	24.5%

	環境に配慮したまち
	200
	201
	32.9%
	33.1%

	無回答
	38
	40
	6.3%
	6.6%


大宮区役所区民生活部コミュニティ課のアンケートより引用

東口と西口に共通して「環境に配慮したまち」「ゆとり空間のあるまち」「バリアフリーの整ったまち」という回答が多く、大宮区民の環境意識の高さやバリアフリーへの関心の高さがうかがえる。
交通渋滞の解消・環境保護・バリアフリーなどは路面電車の導入によって達成されうることである。しっかりと埼玉スタジアム周辺住民や大宮区民にそのことを説明すれば、大きな支援を得られるのではないかと思い、大宮駅から埼玉スタジアムまでを導入候補地に設定した。
